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す
。
地
元
の
方
や
観
光
客
を
含
め
毎
年
多

く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
こ
の
田
原
城
の
始
ま
り
は
い
つ

ご
ろ
で
、
誰
が
築
城
し
た
の
か
知
っ
て
い

ま
す
か
？

　
田
原
城
の
始
ま
り
は
古
く
、
そ
の
創
建

は
有
名
な
徳
川
家
康
の
親
で
あ
る
松
平
広

忠
が
活
躍
し
た
時
期
よ
り
前
の
世
代
の
文

明
12
年（
１
４
８
０
）頃
に
な
り
ま
す
。
田

原
城
を
築
い
た
の
は
、
当
時
、
上
野
城（
現

在
の
豊
田
市
）を
居
城
と
し
て
い
た
戸
田

宗む
ね
み
つ光
で
す
。
宗
光
は
今
川
氏
か
ら
の
要
請

で
、
上
野
城
か
ら
老
津（
豊
橋
市
）に
移
り
、

田
原
城
を
築
い
て
拠
点
と
し
、
渥
美
半
島

を
含
め
周
辺
地
域
を
支
配
し
て
い
き
ま
し

た
。
二
代
目
の
戸
田
憲の
り
み
つ光
は
今
橋
城
（
吉

田
城
）
を
攻
め
落
と
し
、
知
多
半
島
の
南

田
原
城
築
城
と
戦
国
戸
田
氏

　
お
城
や
戦
国
武
将
は
好
き
で
す
か
？

　
近
年
の
城
ブ
ー
ム
で
全
国
各
地
の
城
や

武
将
が
雑
誌
や
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
愛
知
県
は
犬
山
城
、
名
古
屋

城
、
岡
崎
城
、
吉
田
城
な
ど
多
く
の
城
が

あ
り
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家

康
な
ど
誰
で
も
知
っ
て
い
る
有
名
な
武
将

を
多
く
輩
出
し
た
地
域
で
す
。
も
ち
ろ
ん

本
市
に
も
田
原
城
が
あ
り
、
有
力
な
武
将

も
い
ま
し
た
。
田
原
城
跡
に
は
現
在
、
本

丸
に
巴
江
神
社
、
二
ノ
丸
に
田
原
市
博
物

館
、
三
ノ
丸
に
護
国
神
社
が
建
っ
て
い
ま

半
分
の
河

和
・
富
貴
や

仁
連
木
城
、

舟
形
山
砦
を

含
め
た
三
遠

国
境
付
近
も

勢
力
下
に
治

め
、
戸
田
氏

の
全
盛
期
を

築
き
ま
し

た
。そ
の
後
、

田
原
城
を
居

城
と
し
た
戸
田
氏
は
、
三
代
政ま
さ
み
つ光
、
四
代

宗
光
の
時
代
に
今
川
氏
や
松
平
氏
に
よ
っ

て
田
原
城
を
含
め
周
辺
の
城
を
攻
め
込
ま

れ
、
勢
力
を
落
と
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
五
代
堯た
か
み
つ光
の
代
で
つ
い
に
今
川
氏
に
よっ

て
田
原
城
が
攻
め
落
と
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
れ
以
降
、
田
原
城
は
今
川
氏
の
支

配
下
と
な
り
ま
す
。
戦
国
時
代
を
中
心
と

し
た
戸
田
氏
※
は
今
川
氏
に
よ
って
田
原
城

が
落
城
す
る
ま
で
初
代
の
宗
光
か
ら
五
代

70
年
続
き
、
三
河
湾
や
伊
勢
湾
の
海
上
交

通
を
支
配
し
た
一
大
勢
力
で
し
た
。
現
在
、

戸
田
一
族
の
墓
所
が
菩
提
寺
で
あ
る
長
興
寺

（
大
久
保
町
）に
あ
り
ま
す
。

　
田
原
市
博
物
館
で
は
、
５
月
23
日（
土
）

か
ら
７
月
12
日（
日
）ま
で
平
常
展
「
田
原

の
歴
史　
田
原
城・田
原
城
主
の
あ
ゆ
み
」

を
開
催（
予
定
）し
ま
す
。
今
回
紹
介
し
た

田
原
城
や
戦
国
戸
田
氏
、
そ
の
後
の
田
原

城
主
に
つ
い
て
も
紹
介
を
し
ま
す
。

※
田
原
城
主
の
戸
田
氏
は
戦
国
時
代
を
中

心
に
五
代
続
い
た
戸
田
氏
と
江
戸
時
代
の

田
原
藩
主
と
し
て
三
代
続
い
た
戸
田
氏
が

あ
り
ま
す
。　
　
（
学
芸
員　
清
水
俊
輝
）

戸
と

田
だ

氏
し

全
ぜん

盛
せい

期
き

の三
み

河
かわ

の国
くに

のようす

▲戸田氏系図（出典：田原の文化第20号 その後の戸田一族）◦戸田氏墓所（長興寺）

▲戸田氏全盛期の図面（出典：田原の文化財ガイドⅡ）
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